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令和２年2月２５日

和束町



和束町の位置

奈良市　➝ 30分
京都市　
大阪市　　　 60分
大津市

和束町

アクセス

京都市

近畿地方

兵庫

奈良

大阪

滋賀

三重

和歌山

京都府

京都



和束町の概要 【人口】 （令和２年1月1日現在）

（住民基本台帳）

【面積】 64.93k㎡
森林　  49.4km2　

※総面積の76%が山林

耕地　  7.67km2

宅地　  0.93km2　

1,706世帯

65歳以上人口　   
45.7％



和束町の人口推移

S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

6,566 6,316 6,244 6,290 6,333 6,079 5,921 5,457 4,998 4,482 3,956

2,942 2,721 2,631 2,506 2,429 2,311 2,223 2,056 1,876 1,626 1,368

3,978 3,570 3,388 3,390 3,701 3,890 4,024 3,784 3,466 3,078 2,652

69,761 72,840

10,814 10,731 11,890 16,049 16,508 23,263 26,560 33,683 39,129 (46,015) (50,625)

9,034 8,695 8,953 8,970 13,759 16,950 16,666 16,004 15,607 (14,860) (13,686)

8,367 8,581 9,115 9,412 9,494 9,319 9,210 9,122 8,913 (8,886) (8,529)

9,618 10,929 13,894 15,334 16,095 17,519 22,691 26,357 34,236 35,630 36,376

51,319 51,543 56,115 61,951 68,319 79,331 87,295 96,463 108,225 114,577 117,192

※平成19年に木津町、加茂町、山城町が合併して木津川市へ

【国勢調査の数値】



和束町の課題

①生活の利便性
　　公共交通は路線バスのみ（鉄道が走っていない）
　　バス停までの距離が遠い
　　路線バスに接続する移動手段なし
　　高齢者等の買い物や病院、困りごとのサポートが必要

②雇用の創出
　　茶業を除いて働く場所が少ない

③交流人口の拡大→地域資源の活用
　　５年間で観光客は倍増（㉖7.6万人→㉚17.9万人）
　　 観光客の受け入れ環境が十分でない
　（日本遺産に認定を受けた茶畑景観を観たいが、道に迷う
　　茶畑は山間部に位置し道路は狭隘、駐車場も設けられない）



対　策

〇産業の創出→観光業

〇子育て、教育環境の充実
（保育の充実、学校給食無償化、通学定期補助、医療費無料）

〇保健福祉施策
（福祉、健康増進、生きがいづくり）

〇防災、インフラ整備
（上下水道、町道・農道整備、町営住宅、治山・治水）など

あらゆる施策に総合的に取組み、人口減少対策を講じて
いるところ

まちづくりのスローガン「和束町総合計画」

「ずっと暮らしたい　活力と交流の茶源郷　和束」



区分 和束町 京都府全体

第1次産業 482（25.2%） 24,472　（2.2%）

第2次産業 407　（21.3%） 257,071 （23.6%）

第3次産業 1,023（53.5%） 807,002 （74.1%）

計 1,912 1,088,545

（H27国勢調査）　単位：人

和束町の産業構造

和束町は茶業の町

「茶源郷 和束」をキーワードに
まちづくりを進める

第1次産業の占める割合は、伊根町(27.2%)に次ぐ府内2位



平成３０年度荒茶生産量（単位 t）（京都府調）

京都府合計：2,912.9ｔ
和束町は全体の48.3%を生産しており府内１位！

和束町の茶生産
荒茶生産量の府内市町村別順位



お茶をとりまく状況和束町の茶生産

＜平成３０年度実績（京都府茶業統計より）＞
〇茶栽培面積・・・595.1ha
（　府全体：160３.６ha　約37.1%）
〇茶農家戸数・・・283戸（前年度　287戸）
〇茶生産量・・・1,406t（前年度 1,377t）
〇茶生産額・・・3,033百万円（前年度 3,362百万円）
〇荒茶工場数・・・揉み茶　84工場、てん茶　27工場
〇てん茶生産量・・・629ｔ（日本一　京都府全体1,233t）



白栖・石寺の茶畑景観 原山の円形茶園

茶業の発展が美しい茶畑景観を形成

和束町の茶生産



観光入込客数及び消費額推移

26 27 28 29 30

観光入込客数 75,571人 81,783人 94,463人 152,984人 178,543人

観光消費額 99,097千円 111,076千円 152,238千円 758,333千円 650,042千円

1人あたり 1,311円 1,358円 1,612円 5,119円 3,640円

※29年に急増した主要因は集計地点の見直しで、ゴルフ場（29,827人、595,120千円）を追加したた
めゴルフ場を除くと観光入込客数123,15人、観光消費額163,213千円

「観光」の定義

余暇、レクレーション、業務などの目的を問わず非日常圏への旅行

「日帰り観光」の定義

片道の移動距離が80km以上、又は所用時間（移動時間＋滞在時間）
が8時間以上の非日常圏への旅行



主なターゲット

①外国人
　平成12年からNICE（国際ワークキャンプ）受入れ
　→プログラム終了後「茶源郷和束PR大使」に任命
　　SNS等で和束の発信を依頼
②周辺市町村
　山城管内：約55万人、奈良市：約36万人
　大津市・甲賀市、伊賀市を含め周辺人口は100万人以上

観光振興（交流促進）策

「泊まる」「食べる・買う」「体験する」それぞれの分野
で施策を展開し、観光による経済効果を最大化させる



町内の観光資源

弥勒磨崖仏

八坂の大杉

安積親王陵墓 茶工場見学

和束町の観光拠点

茶摘み体験



農泊の誘致

宿泊施設

泊まる

27 28 29 30

団体数 ４団体 ５団体 18団体 27団体

人　数 285人 86人 445人 1,693人



茶源郷グルメ

 

和束茶・加工品

食べる・買う



体験する

茶畑景観の活用

ウォーキングツアーゴルフカートによる茶畑周遊 ドローンでの空撮



｢お茶の京都博｣

和束町での取組

｢茶畑ビューイング2017｣（１０月２１日～１２月３日）

白栖 石寺 和束町・長井に設置
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平成30年度　アンケート結果　10月6日～11月25日、3月2日～31日　乗車数：112人

満足度乗り心地評価

年齢層性別



令和元年度　アンケート結果　9月8日～11月30日　乗車数：214人

満足度乗り心地評価

年齢層
性別



最後に

①生活の利便性の拡大
　　・高齢者等が安心して暮らせるグリーンスロ―モビリティ
　　　　路線バスへの接続
　　　　町内の商店や診療所に接続

②観光客にとって魅力的な移動手段→交流人口・
　関係人口そして移住・定住へ

　　・地域資源の魅力発信に寄与するグリーンスローモビリティ

住民の協力を得たグリーンスローモビリティの運行




